
CPD 申請中

【連続シンポジウム】「東京の住宅地」の現在と未来 

第１回：東京の住宅地の新たな潮流

 11年ぶりの新版「東京の住宅地 第四版」の執筆者らとともに、人口減少期・東京圏の住宅地における現在と未来を

考える連続シンポジウムを開催する。 

 「東京の住宅地」は、研究や実務でかかわる専門家による住宅地のガイドとして、1978年に第一版が制作され、以

降、第二版1991年、第三版2003年と、ほぼ12年周期で送り出されてきた。このたび、第一版から36年が経過した本年、

第四版を完成するに至った。 

 36年の間に住宅地では抱える課題や取組みもドラスティックに変化している。それらを俯瞰しつつ、人口減少・縮

減の時代を迎えた今日の住宅地の課題や可能性を下敷きに、未来の東京圏と住宅地を考えたい。 

日 時：2014年11月7日（金）16:00～19:00 

※当初、10月6日に予定しておりましたが、台風の影響により延期しました。 

会 場：建築会館会議室（東京都港区芝5-26-20） 

主 催：日本建築学会 関東支部 住宅問題専門研究委員会 

〈プログラム〉 

趣旨説明：後藤智香子（主査／東京大学）   

主題解説：１．「東京の住宅地 第四版」の概要と意義 

全 体：佐々木誠（東京の住宅地WG主査／日本工業大学） 

第Ⅰ部：後藤智香子（再掲）   第Ⅱ部：中村美和子（エコロジー・アーキスケープ） 

第Ⅲ部：佐々木誠 （再掲）   第Ⅳ部：梅本舞子 （千葉大学） 

２．住宅地における研究・実践事例「郊外住宅地における住民主体のマネジメント ー多世代共生型まち

づくりへ」：室田昌子（東京都市大学） 

３．地域横断的な実態・取組み事例「分譲住宅の先進事例」：高山登（街並景観プランナー） 

討  議：司会・佐々木誠 （再掲） 

参加費：会員 500円、学生 無料、一般 1000円（当日会場払い） 

（資料代別「東京の住宅地 第四版」頒布価格1500円） 

定 員：４０名（申込み先着順） 

申込み：こちらの申し込みフォームからお申し込みください 

日本建築学会 関東支部 E-mail:kanto@aij.or.jp TEL03-3456-2050

■今後のシンポジウムの予定

第２回：2014年11月21日（金） 人口減少期の住宅地の現状と住民主体の取組み 

第３回：2015年 3月 3日（火） 地域・多世代・学生の交流連携の多様な取組み 

※第２回シンポジウムのタイトルを変更しました。 

https://www.aij.or.jp/index/?se=sho&id=955

